
６．障害年金 

 今回は、障害年金についてです。障害年金は、障害の状態により、国民年金から 

障害礎年金（１・２級）、厚生年金から障害厚生年金（１~３級）の年金を受け取りこと

ができます。また、障害厚生年金の１・２級に該当する場合は、障害基礎年金も 

合わせて受取ることができます。尚、障害年金の１級は、２級の１．２５倍となり

ます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記金額は昭和３１年４月２日生まれの方の年額    日本年金機構 令和６年４月のホームページより 

 

障害認定日は、障害の状態を定める日のことで、その障害の原因となった病気やケガについての初診日から１年６か

月を過ぎた日、または１年６か月以内に一定の病気やケガで、症状が固定した場合は、その日となります。 

 

特に自営業等の国民年金の方ご注意下さい！ 

自営業の方は、サラリーマンに比べて、原則、健康保険の傷病手当金も支給されず、障害厚生年金も支給されま

せんので、貯金や民間の保険の準備を多めにする必要があるでしょう。 

 

 

★自営業の場合 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

重 軽

い 

     １級      ２級     ３級 

厚
生
年
金(

２
階) 

国
民
年
金(

１
階) 

障害厚生年金（１級） 

報酬比例の年金額 

×１．２５ 

配偶者の加給年金（※1） 

障害厚生年金（２級） 

報酬比例の年金額 

配偶者の加給年金（※1） 

障害厚生年金（３級） 

報酬比例の年金額（※2） 

 

障害基礎年金（１級） 

１，０２０，０００円 

障害基礎年金（２級） 

８１６，０００円 

子の加算（※3） 子の加算（※3） 

（※１）対象者がいる

方のみ加算 

２３４，８００円 

（※２）最低保障額

は６１２，０００円 

障害基礎年金 

お給料 

補償がありま

（※3）２人まで 一人につき ２３４，８００円 

 ３人目以降 一人につき ７８，３００円

その方に生計を維持されている子がいるときに加算。子と

は、１８歳になった後の最初の３月３１日までの子、また

は２０歳未満で障害等級１級または２級の状態にある子 


